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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  前方に配置される架台と後方に配置される架台の高さ寸法の異なる一対の組み立て架台
と、その組み立て架台を前後に亘って載置する一対の基礎ブロックと、該基礎ブロックを
地面に固定する複数のアンカー杭と、で構成される太陽光発電パネル架台であって、
  前記組み立て架台は、構造用アングル材から成り所要高さを有する一対の直立脚部と、
構造用アングル材から成り、二枚の太陽光発電パネルを並べて載置可能な所要長さを有す
る一つの支持水平梁部とで構成され、直立脚部の上端及び支持水平梁部の端部には互いに
連結可能な連結手段を備えると共に、直立脚部の下端には前記基礎ブロックへ連結可能な
連結手段を備え、一対の直立脚部の上端に支持水平梁部を載架した状態で連結されること
で略コの字型に成形されて成り、
  前記基礎ブロックは、コンクリート製で矩形の平板状に形成され、表面に前記組み立て
架台の直立脚部の下端が連結可能な連結手段を備えると共に、前記アンカー杭が貫通する
アンカー穴を所定の位置に一乃至複数設けて成り、
  前記アンカー杭は、前記基礎ブロックのアンカー穴に貫通可能な固着及び引き抜け防止
手段を備える基礎鉄筋棒から成り、
　前記アンカー穴は、その上端部における前記基礎ブロックの表面から所定深さ位置まで
徐々に縮径したテーパー状に成形されることでコンクリートを装填し得る間隙が形成され
て成り、
  前記基礎ブロックが前記アンカー杭によって地面に確実に固定された状態で、該基礎ブ
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ロックの前後に夫々高さ寸法の異なる一対の前記組み立て架台が載置固定され、該一対の
組み立て架台上に二枚の太陽光発電パネルが並べて載置固定されることを特徴とする太陽
光発電パネル架台。
【請求項２】
前記請求項１に記載の太陽光発電パネル架台を施工する方法であって、  所定間隔を空け
て一対の基礎ブロックを地面上に配置し、  基礎ブロックに設けられたアンカー穴を介し
てアンカー杭を地面に突き刺し、  アンカー杭が突き刺さった状態でアンカー穴の上端部
に形成された間隙にコンクリートを流し込んで固化養生し、  一対の直立脚部の上端に支
持水平梁部を載架した状態で連結することで略コの字型を為す組み立て架台を夫々の高さ
寸法が異なる様に一対成形し、  基礎ブロックの前方及び後方に一対の組み立て架台を夫
々載置固定されて成ることを特徴とする太陽光発電パネル架台の施工方法。
【請求項３】
前記請求項２に記載の太陽光発電パネル架台の施工方法を用いた太陽光発電パネルを敷設
する方法であって、  隣接する太陽光発電パネル架台間に所定隙間が空く様に基礎ブロッ
クが配置された状態で、敷設敷地内に複数の太陽光発電パネル架台が並列されて成り、  
基礎ブロックに載置固定された夫々の高さ寸法が異なる一対の組み立て架台の上方に二枚
の太陽光発電パネルが並べて載置固定されて成ることを特徴とする太陽光発電パネル架台
の敷設方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、太陽光発電パネル架台に関し、さらには、該太陽光発電パネル架台の施工方
法ならびに敷設方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年において、地球温暖化防止等の観点から、太陽光や風力、水力、海流、地熱などの
自然エネルギーを利用した再生可能エネルギーによる発電が注目されている。中でもソー
ラーパネルを用いた太陽光発電システムは、一般家庭や大規模建築物の屋根等に多く設置
されるなど、世間一般に広く普及している。また、遊休地等に多数の太陽光発電パネルを
配置する大規模なメガソーラー発電所の建設計画も、地方を中心に大きく展開する兆しを
示している。従来における太陽光発電システムでは、太陽光を最も効率よく取り入れるこ
とができる方向に太陽光発電パネルを向けて架台上に固定支持する必要があることから、
その太陽光発電パネルを載置する架台は、通常複数の斜辺部材と複数の支持脚部材を現場
で矩形状もしくは井桁状に組み合わせ、各斜辺部材の上へ縦横に複数の太陽光発電パネル
を配置して、固定支持する手段が主に採られている。
【０００３】
　また、現場での太陽光発電パネルを載置する架台の組み立て工事は、架台の向きについ
て、太陽光を最も効率よく取り入れ可能な方向に向けて組み立てる必要があることから、
太陽光発電パネルの傾斜角度や設置高さなどを微妙に調整する必要があり、太陽光発電シ
ステムの敷設範囲が大面積の場合、人手による膨大な調整作業を必要とし、これが組み立
て作業の効率化を大きく妨げていた。さらに、組み立てられた架台が長期間にわたって風
雨に曝されることから、特に大面積で設置される太陽光発電パネルは、台風などの暴風を
受けた時、架台の下に回り込んだ風によって大きな風圧を受け、パネルが外れて捲れ上が
ったり支持脚部材が破損したりするというような被害を受ける易いため、重量を大きくし
たり、設置する地盤の養生を強固にする補強工事を必要とするものであった。
【０００４】
　上記のような問題を解決すべく、例えば、架台の角度調整や高さ調整をワンタッチで行
うことができ、強度的にも優れた「太陽光発電パネル用架台の支持脚構造」（特許文献１
）が提案され、公知技術となっている。具体的には、背の低い水下側支持脚を複数並設す
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ると共に水下側支持脚上に下梁部材を架設し、水下側支持脚の列に沿って背の高い水上側
支持脚を複数並設すると共に水上側支持脚上に上梁部材を架設し、下梁部材と上梁部材の
上にて傾斜させて、複数の斜辺部材を所定間隔で並べて架設し、斜辺部材の上に複数の太
陽光発電パネルを傾斜させて並設するための太陽光発電パネル用架台の支持脚構造におい
て、水上側支持脚は、地盤に設置された水上側基礎ブロック、水上側基礎ブロックに固定
される水上側取付プレート、下端部が取付部材を介して水上側取付プレートに取り付けら
れ、上端部が上梁部材に固定された束材とで構成され、水下側支持脚は、地盤に設置され
た水下側基礎ブロック、水下側基礎ブロックに固定され、取付部材を介して下梁部材に取
り付けられる水下側取付プレートとで構成され、各取付部材と、水上側取付プレート又は
水下側取付プレートとの接触面には多列の水平凹凸溝がそれぞれ形成され、水上側取付プ
レート又は水下側取付プレートには縦方向の垂直水平長孔が形成され、各取付部材には締
結ボルト用の通孔が穿設され、束材又は下梁部材に取り付けられ、前記垂直水平長孔及び
通孔を挿通して取り付けられた締結ボルトにより、束材が水上側取付プレートに固定され
、下梁部材が水下側取付プレートに固定されている手段を採用するものである。
【０００５】
　しかしながら、かかる「太陽光発電パネル用架台の支持脚構造」の提案は、基礎ブロッ
クの耐震耐風強度を基礎ブロックの重量と大きさに頼っているため、相応の重量と大きさ
の基礎ブロックを必要とするもので、資材コストが増大すると共に施工コストも増大し且
つ施工性に難があり、さらには、太陽光発電パネル架台が連続する多数基で構成されるこ
とから、敷設地形に合わせて隅々まで効率よく立設することができない、といった問題が
あるものだった。
【０００６】
　また、基礎ブロック部にコンクリートで一体成型された柱部を有する太陽光発電パネル
用架台であって、高さ調節が容易であると共に、風時の安全機構を備えた「太陽光発電パ
ネル用架台」（特許文献２）が提案され、公知技術となっている。具体的には、基礎ブロ
ック部と、前側支柱と、後側支柱と、前記前側支柱に設置され太陽光発電パネルを固定す
るための前側横フレームと、前記後側支柱に設置され太陽光発電パネルを固定するための
後側横フレームと、を有する太陽光発電パネル用架台において、前記基礎ブロック部は、
上方向に立ち上がり前記前側支柱が設置される前柱部と、上方向に立ち上がり前記後側支
柱が設置される後柱部とを備え、前記前柱部と後柱部とは前記基礎ブロック部にコンクリ
ートで一体成形されている手段を採用するものである。
【０００７】
　しかしながら、かかる「太陽光発電パネル用架台」の提案は、基礎ブロック部が上方向
に立ち上がり前記前側支柱が設置される前柱部と、上方向に立ち上がり前記後側支柱が設
置される後柱部とを備え、前記前柱部と後柱部とは予め前記基礎ブロック部にコンクリー
トで一体成型されて成ることから、架台自体が大型となって敷設場所までの運搬性に難が
あると共に、施工コストならびに資材コストが増大する、といった問題があるものだった
。
【０００８】
　本出願人は、上記のような従来における太陽光発電パネル用の架台ならびにその施工・
敷設に関する問題点に着目し、基礎ブロックと小単位の架台を併用することで問題を解決
することができないものかという着想の下、安価且つ簡易構造によって施工コストならび
に資材コストを抑えつつ安全性も充分に兼ね備えた太陽光発電パネル架台を開発し、本発
明における「太陽光発電パネル架台とその施工方法ならびに敷設方法」の提案に至るもの
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２０１５－２１３４８号公報
【特許文献２】特開２０１４－１６３１４０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記問題点に鑑み、基礎ブロックと小単位の架台を併用する太陽光発電パネ
ル架台とその施工方法ならびに敷設方法を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
  上記課題を解決するため、本発明は、前方に配置される架台と後方に配置される架台の
高さ寸法の異なる一対の組み立て架台と、その組み立て架台を前後に亘って載置する一対
の基礎ブロックと、該基礎ブロックを地面に固定する複数のアンカー杭と、で構成される
太陽光発電パネル架台であって、前記組み立て架台は、構造用アングル材から成り所要高
さを有する一対の直立脚部と、構造用アングル材から成り二枚の太陽光発電パネルを並べ
て載置可能な所要長さを有する一つの支持水平梁部とで構成され、直立脚部の上端及び支
持水平梁部の端部には互いに連結可能な連結手段を備えると共に、直立脚部の下端には前
記基礎ブロックへ連結可能な連結手段を備え、一対の直立脚部の上端に支持水平梁部を載
架した状態で連結されることで略コの字型に成形されて成り、前記基礎ブロックは、コン
クリート製で矩形の平板状に形成され、表面に前記組み立て架台の直立脚部の下端が連結
可能な連結手段を備えると共に、前記アンカー杭が貫通するアンカー穴を所定の位置に一
乃至複数設けて成り、前記アンカー杭は、前記基礎ブロックのアンカー穴に貫通可能な固
着及び引き抜け防止手段を備える基礎鉄筋棒から成り、前記アンカー穴は、その上端部に
おける前記基礎ブロックの表面から所定深さ位置まで徐々に縮径したテーパー状に成形さ
れることでコンクリートを装填し得る間隙が形成されて成り、前記基礎ブロックが前記ア
ンカー杭によって地面に確実に固定された状態で、該基礎ブロックの前後に夫々高さ寸法
の異なる一対の前記組み立て架台が載置固定され、該一対の組み立て架台上に二枚の太陽
光発電パネルが並べて載置固定される手段を採る。
 
【００１２】
  また、本発明は、前記太陽光発電パネル架台を施工する方法であって、所定間隔を空け
て一対の基礎ブロックを地面上に配置し、基礎ブロックに設けられたアンカー穴を介して
アンカー杭を地面に突き刺し、アンカー杭が突き刺さった状態でアンカー穴の上端部に形
成された間隙にコンクリートを流し込んで固化養生し、一対の直立脚部の上端に支持水平
梁部を載架した状態で連結することで略コの字型を為す組み立て架台を夫々の高さ寸法が
異なる様に一対成形し、基礎ブロックの前方及び後方に一対の組み立て架台を夫々載置固
定されて成る手法を採る。
 
【００１３】
　さらに、本発明は、前記施工方法を用いて太陽光発電パネルを敷設する方法であって、
隣接する太陽光発電パネル架台間に所定隙間が空く様に基礎ブロックが配置された状態で
、敷設敷地内に複数の太陽光発電パネル架台が並列されて成り、基礎ブロックに載置固定
された夫々の高さ寸法が異なる一対の組み立て架台の上方に二枚の太陽光発電パネルが並
べて載置固定されて成る手法を採る。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明にかかる太陽光発電パネル架台によれば、コンクリート製で矩形の平板状に形成
され安価な基礎ブロックと、基礎ブロックのアンカー穴に貫通可能な固着及び引き抜け防
止手段を備える基礎鉄筋棒と、二枚の太陽光発電パネルを並べて載置可能な組み立て架台
と、の小ユニット化ならびに省ユニット構造を達成することで、資材コストの低廉が図れ
ると共に、流通段階の輸送コストならびに収納・保管の管理コストの低廉が図れる、とい
った優れた効果を奏する。
【００１５】
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　また、本発明にかかる太陽光発電パネルによれば、太陽光発電パネル架台自体の構造が
小ユニット化ならびに省ユニット化されていることから、設置環境に合わせて最適な傾斜
角を容易に設定することができる同時に、設置工事の短縮化が図れる、といった優れた効
果を奏する。
【００１６】
　さらに、本発明にかかる太陽光発電パネル架台によれば、可動部がゼロのシンプルな構
造で構成されているため、最小の機材で必要な環境強度、耐久性を実現することができる
と共に、入手しやすい機材で構成されていることにより維持管理ならびに修理コストの低
廉が図れる、といった優れた効果を奏する。
【００１７】
　またさらに、本発明にかかる太陽光発電パネル架台によれば、架台構造がシンプルであ
ることによって、ソーラーパネルの選定が設置環境ならびに購入予算に合わせて自由に選
択できる、といった優れた効果を奏する。
【００１８】
　さらにまた、本発明にかかる太陽光発電パネルの施工方法によれば、基礎ブロックの設
置工事とアンカー杭の基礎養生工事を同時に施工することができることから、設置コスト
の低減と工事日数の短縮が図られる、といった優れた効果を奏する。
【００１９】
　そしてまた、本発明の太陽光発電パネル架台の敷設方法によれば、必要最小限の単位で
太陽光発電パネル架台を敷設することによって、複雑形状の地形に合わせた敷設密度の最
適化が図れると共に、各太陽光発電パネル架台間に所定隙間が空く様に敷設されているた
め、通風路が確保されて耐風強度の向上に資する、といった優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明にかかる太陽光発電パネル架台の実施形態を示す全体説明図である。（実
施例１）
【図２】本発明にかかる太陽光発電パネル架台の断面説明図である。
【図３】本発明にかかる太陽光発電パネル架台の施工方法を示す説明図である。（実施例
２）
【図４】本発明にかかる太陽光発電パネル架台の敷設方法を示す説明図である。（実施例
３）
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明は、前方に配置される架台２０ａと後方に配置される架台２０ｂの高さ寸法の異
なる一対の組み立て架台２０と、その組み立て架台２０を前後に亘って載置する一対の基
礎ブロック３０と、該基礎ブロック３０を地面に固定する複数のアンカー杭４０と、で構
成される太陽光発電パネル架台１０であって、基礎ブロック３０がアンカー杭４０によっ
て地面Ｇに確実に固定された状態で、該基礎ブロック３０の前後に夫々高さ寸法の異なる
一対の組み立て架台２０が載置固定され、該一対の組み立て架台２０上に二枚の太陽光発
電パネルＴが並べて載置固定される手段を採ったことを最大の特徴とする。
　以下、本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の実施形態を、図面に基づいて説明す
る。
【００２２】
　尚、本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０とその施工方法ならびに敷設方法は、以
下に述べる実施例に限定されるものではなく、本発明の技術的思想の範囲内、すなわち同
一の作用効果を発揮できる形状や寸法、手法の範囲内で、適宜変更することができる。
【実施例１】
【００２３】
　図1は、本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の実施形態を示しており、（ａ）は
太陽光発電パネル架台１０の全体斜視図、（ｂ）は太陽光発電パネル架台１０の分解斜視
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図である。また、図２は、本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の断面説明図である
。
　本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０は、前方に配置される架台２０ａと後方に配
置される架台２０ｂの高さ寸法の異なる一対の組み立て架台２０と、その組み立て架台２
０を前後に亘って載置する一対の基礎ブロック３０と、該基礎ブロック３０を地面Ｇに固
定する複数のアンカー杭４０と、で構成される。
【００２４】
　組み立て架台２０は、構造用アングル材から成り所要高さを有する一対の直立脚部２１
と、構造用アングル材から成り二枚の太陽光発電パネルＴを並べて載置可能な所要長さを
有する一つの支持水平梁部２２とで構成され、一対の直立脚部２１の上端に支持水平梁部
２２を載架した状態で連結されることで、略コの字型に成形される。尚、一つの太陽光発
電パネル架台１０には、前方に配置される架台２０ａと後方に配置される架台２０ｂの一
対の組み立て架台２０が用いられる。
【００２５】
　直立脚部２１は、構造用アングル材から成るもので、その上端には支持水平梁部２２の
端部と連結可能な連結手段２３を備えると共に、下端にはコンクリート基礎ブロック３０
へ連結可能な連結手段２３を備えて形成され、また、下端にはコンクリート基礎ブロック
３０へ連結可能な連結手段３２を備えて形成される。尚、太陽光発電パネル架台１０の上
に所定角度で太陽光発電パネルＴを載置すべく、前方に配置される架台２０ａと後方に配
置される架台２０ｂとで、直立脚部２１の高さは夫々異なる寸法を有する。
【００２６】
　支持水平梁部２２は、構造用アングル材から成るもので、二枚の太陽光発電パネルＴを
並べて載置可能な所要長さを有し、その端部には直立脚部２１の上端と連結可能な連結手
段２３を備えて形成される。
【００２７】
　連結手段２３は、直立脚部２１の上端及び支持水平梁部２２の端部を互いに連結可能な
手段であって、例えばボルトとナット等によって連結される手段が講じられる。
【００２８】
  基礎ブロック３０は、その上方に組み立て架台２０を前後に亘って載置するものであっ
て、コンクリート製で矩形の平板状に形成され、表面に組み立て架台２０の直立脚部２１
の下端が連結可能な連結手段３２を備えると共に、アンカー杭４０が貫通するアンカー穴
３１を所定の位置に一乃至複数設けて形成される。該アンカー穴３１は、その上端部にお
ける基礎ブロック３０の表面から所定深さ位置まで徐々に縮径したテーパー状に成形され
、それによりコンクリートＣを装填し得る間隙が形成されている。尚、一つの太陽光発電
パネル架台１０には、左右一対の基礎ブロック３０が用いられる。
 
【００２９】
　連結手段３２は、表面に組み立て架台２０の直立脚部２１の下端が連結可能な手段であ
って、例えば、ボルトと埋め込みナット等によって連結される手段が講じられる。
【００３０】
　アンカー杭４０は、基礎ブロック３０を地面に固定するためのものであって、基礎ブロ
ック３０のアンカー穴３１に貫通可能な固着及び引き抜け防止手段４１を備える基礎鉄筋
棒で形成される。該アンカー杭４０は、基礎ブロック３０に設けられたアンカー穴３１の
数によって本数が決定されることとなるが、一つの太陽光発電パネル架台１０に一対（二
つ）の基礎ブロック３０が用いられることから、一つの太陽光発電パネル架台１０に用い
られるアンカー杭４０の本数は、少なくとも二以上となる。
【００３１】
　固着及び引き抜け防止手段４１の具体的構造について、特に限定するものではないが、
例えば異形棒鋼など、鉄筋棒の全体にリブを備えてコンクリートＣで固着養生し易く且つ
引き抜け難い形状のものを使用することが考え得る。
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【００３２】
　以上で構成される本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０は、コンクリート製で矩形
の平板状に形成され安価な基礎ブロック３０と、該基礎ブロック３０に設けられるアンカ
ー穴３１に貫通可能な固着及び引き抜け防止手段４１を備える基礎鉄筋棒と、二枚の太陽
光発電パネルＴを並べて載置可能な組み立て架台２０とで構成することで、小ユニット化
ならびに省ユニット構造を達成して流通段階の輸送コストならびに収納・保管の管理コス
トの低廉が図れると共に、施工性に優れ且つ設置場所の多様化に対応することができ、さ
らに、施工コストならびに資材コストの低廉も図られる太陽光発電パネル架台１０の提供
を可能にする。
【実施例２】
【００３３】
　図３は、本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の施工方法を示す説明図である。
　本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の施工方法は、前述の太陽光発電パネル架台
１０を施工する方法であって、以下の工程を経て施工されるものである。
【００３４】
　太陽光発電パネルＴの敷設敷地Ｅ内において、設計により地面Ｇ上の予め決められた位
置に、所定間隔を空けて一対の基礎ブロック３０を配置する（図３（ａ），（ｂ）参照）
。このとき、敷地の地盤強度により、必要に応じて計測器による地面の引っ張り試験や砕
石Ｓの敷き込みならびに転圧を行う。
【００３５】
　次に、基礎ブロック３０に設けられたアンカー穴３１を介して、アンカー杭４０を地面
Ｇに突き刺す（図３（ｃ）参照）。
【００３６】
  アンカー杭４０が突き刺さった状態で、アンカー穴３１の上端部に形成された間隙にコ
ンクリートＣを流し込んで固化養生する（図３（ｄ）参照）。 
【００３７】
アンカー穴３１の上端部に形成された間隙に流し込んだコンクリートＣが固化するまでの
間に、一対の直立脚部２１の上端に支持水平梁部２２を載架した状態で連結することで略
コの字型を為す組み立て架台２０を、前方に配置される架台２０ａと後方に配置される架
台２０ｂの一対（二つ）成形する。このとき、前方に配置される架台２０ａと後方に配置
される架台２０ｂの夫々の高さ寸法が異なる様に成形する（図３（ｅ）参照）。
 
 
【００３８】
　成形された一対の組み立て架台２０（前方に配置される架台２０ａと後方に配置される
架台２０ｂ）を、基礎ブロック３０の前方及び後方に夫々載置し固定する（図３（ｅ），
（ｆ）参照）。
【００３９】
　最後に、組み立て架台２０の上に太陽光発電パネルＴを載置・固定して施工完了となる
（図３（ｆ）参照）。このとき、太陽光発電パネルＴを裏返しにして事前に太陽光発電パ
ネルＴと組み立て架台２０を組み付けた状態で、該組み立て架台２０を基礎ブロック３０
に載置固定する態様を採用してもよい。
【００４０】
　以上で構成される本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の施工方法は、基礎ブロッ
ク３０の設置工事からアンカー杭４０の基礎養生工事、そして組み立て架台２０の組み立
て工事の一連の工程を、現場にて同時進行で施工することができることから、施工性に優
れ、設置コストの低減にも資することとなる。
【実施例３】
【００４１】
　図４は、本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の敷設方法を示す説明図である。
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　本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の敷設方法は、前述の太陽光発電パネル架台
１０の施工方法を用いて太陽光発電パネルＴを敷設する方法であって、以下の態様で敷設
されるものである。
【００４２】
　太陽光発電パネルＴを設置する敷設敷地Ｅ内において、隣接する太陽光発電パネル架台
１０間に所定隙間が空く様に基礎ブロック３０が配置された状態で、該基礎ブロック３０
上に組み立て架台２０が載置固定されることで、太陽光発電パネル架台１０が敷設される
。このとき、敷設敷地Ｅ内全体では、図面に示すように、複数の太陽光発電パネル架台１
０が並列に配置されて成る。
【００４３】
　次に、基礎ブロック３０に載置固定された夫々の高さ寸法が異なる一対の組み立て架台
２０の上方に、太陽光発電パネルＴが載置固定される。このとき、一の太陽光発電パネル
架台１０につき二枚の太陽光発電パネルＴが並べて載置固定される。
【００４４】
　以上で構成される本発明にかかる太陽光発電パネル架台１０の敷設方法は、必要最小限
のブロックで太陽光発電パネル架台１０を敷設できることから、図示した様な複雑形状の
地形に合わせて効率よく敷設することができると共に、各太陽光発電パネル架台１０間（
より具体的には各太陽光発電パネル架台１０に載置固定された太陽光発電パネルＴの間）
に所定隙間が空く様に敷設されているため、その隙間空間が通風路として機能し、耐風性
の向上に資することとなる。
【産業上の利用可能性】
【００４５】
　本発明は、施工にあたって、基礎ブロックとアンカー杭と太陽光発電パネル架台を併用
することによって、小ユニット化ならびに省ユニット構造を達成し、資材コストの低廉が
図れると共に、流通段階の輸送コストならびに収納・保管の管理コストの低廉が図れ、し
かも一連の組み立て・施工・敷設の各工程を、現場にて施工することができることから、
施工性に優れ、設置コストの低減にも資することとなるため、本発明にかかる「太陽光発
電パネル架台とその施工方法ならびに敷設方法」の産業上の利用可能性は極めて大である
ものと思料する。
【符号の説明】
【００４６】
１０　　太陽光発電パネル架台
２０　　組み立て架台
２０ａ　前方に配置される架台
２０ｂ　後方に配置される架台
２１　　直立脚部
２２　　支持水平梁部
２３　　連結手段
３０　　基礎ブロック
３１　　アンカー穴
３２　　連結手段
４０　　アンカー杭
４１　　固着及び引き抜け防止手段
　Ｔ　　太陽光発電パネル
　Ｇ　　地面
　Ｃ　　コンクリート
　Ｅ　　敷設敷地
　Ｓ　　砕石
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